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次
世
代
の
た
め
に
進
め
る
公
共
施
設
再
配
置

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
出
発
点
」を
官
民
連
携
手
法
で

問
合
先　
資
産
経
営
課
経
営
企
画
担
当
（
☎
65
・
２
１
５
６
）

間もなく法定耐用年数を迎え
その役目を終える一色支所

再
配
置
を
進
め
る
５
つ
の
理
由

①
進
む
少
子
化
・
超
高
齢
化

→
平
成
42
年
ま
で
に
、
市
の
年
少

人
口
は
約
42
％
減
、
生
産
年
齢

人
口
は
約
10
％
減
、
老
年
人
口

は
約
38
％
増
と
予
測
。
経
済
規

模
の
縮
小
。
税
収
の
減
少

②
公
共
施
設
の
一
斉
老
朽
化

→
人
口
が
増
加
し
た
高
度
経
済
成

長
期
に
集
中
し
て
整
備
さ
れ
た

公
共
施
設
が
一
斉
に
建
て
替
え

時
期
を
迎
え
る
。
市
で
は
今
か

ら
約
10
年
後
に
、
建
築
後
30
年

以
上
の
公
共
施
設
が
全
体
の
７

割
に
な
り
、
財
政
負
担
が
集
中

③
合
併
に
伴
っ
て
増
加
し
た
、
同
じ

目
的
で
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
の

重
複
の
解
消

④
財
政
健
全
化
・
公
共
施
設
の
見
直

し
に
対
す
る
市
民
の
大
き
な
期
待

　
→
市
民
意
識
調
査
の
結
果

⑤
危
機
管
理
的
な
財
政
対
策
と
し
て

※
①
②
は
全
国
の
市
町
村
の
多
く
が

同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
　

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　
市
が
現
在
保
有
す
る
３
５
０
を
超

え
る
公
共
施
設
（
そ
の
延
床
面
積
の

約
４
割
が
学
校
教
育
施
設
）
に
つ
い

て
、
今
後
40
年
間
に
必
要
な
建
て
替

え
費
用
な
ど
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

必
要
な
予
算
は
現
状
の
２
倍
以
上
の

規
模
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設

を
全
て
建
て
替
え
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
30
年
間

で
公
共
施
設
の
保
有
総
量
（
延
床
面

積
）を
、
約
16
％（
約
８
万
６
千
㎡
）

削
減
す
る
な
ど
の
再
配
置
目
標
値
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

８
つ
の
再
配
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
で
は
、
平
成
26
～
30
年
度
の
５

年
間
に
次
の
８
つ
の
公
共
施
設
再
配

置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

01
吉
良
地
区
の
多
目
的
新
生
涯
学
習

施
設
整
備
事
業

→
吉
良
支
所
（
旧
吉
良
町
役
場
庁

舎
）
や
吉
良
町
公
民
館
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
公
園
体
育
館
・
管
理

棟
、
吉
良
野
外
趣
味
活
動
施
設

体
育
館
な
ど
、
安
全
性
に
問
題

の
あ
る
施
設
な
ど
を
解
体
。
吉

良
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

市
民
交
流
の
場
と
し
て
、
多
目

的
な
生
涯
学
習
施
設
を
整
備

02
一
色
地
区
の
新
公
共
空
間
創
造
事
業

→
一
色
支
所
や
一
色
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
い
っ
し
き
な
ど
の
機
能
を
一

色
町
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

へ
集
積
化
し
、
新
た
な
公
共
空

間
を
創
造
。
支
所
跡
地
な
ど
に

防
災
機
能
を
備
え
た
多
機
能
型

市
営
住
宅
を
整
備

　市では、合併初年度の平成23年度から、次世代の負担を軽減し公共施設（ハコモノ）
を適切に引き継ぐため、ファシリティマネジメント（注１）と呼ばれる民間企業の経
営手法の考え方を踏まえて、公共施設再配置に取り組んでいます。
　公共施設再配置とは、公共施設の現状と課題を調査・分析し、効率的・効果的な維
持・管理・運営方法・施設配置を実現することです。全国の市町村も西尾市と同様の
問題に直面しているため、国は昨年、全国の市町村にハコモノ以外の道路や橋などを
含めた公共施設全般の現状と課題を把握するように要請しました。　
　今号では、市が進めている公共施設再配置の動きと、現在、公共施設再配置プロジ
ェクトに導入しているＰＦＩと呼ばれる官民連携手法についてお伝えします。

利用者の安全を確保するため
解体予定の吉良町公民館

再
配
置
が
よ
く
分
か
る

用
語
解
説

間もなく法定耐用年数を迎え
その役目を終える一色支所
間もなく法定耐用年数を迎え
その役目を終える一色支所
間もなく法定耐用年数を迎え
その役目を終える一色支所

P4-7 特集_公共施設再配置.indd   4 2015/08/20   8:44:59
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03
学
校
教
育
関
係
施
設
の
長
寿
命
化

事
業

→
吉
良
中
学
校
・
一
色
町
体
育
館

の
長
寿
命
化
や
、
寺
津
小
・
中

学
校
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
一
色

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
な
ど

04
資
料
館
機
能（
重
複
施
設
）リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
事
業

→
４
施
設
の
機
能
を
２
施
設
に
集

約
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

05
弓
道
場
機
能（
重
複
施
設
）集
約
化

事
業

→
４
施
設
の
機
能
の
集
約
と
、
中

学
校
弓
道
場
の
一
般
開
放

06
地
区
集
会
施
設
の
地
域
譲
渡
事
業

→
特
定
の
地
域
住
民
が
使
用
し
て

い
る
施
設
を
地
域
へ
無
償
譲
渡

07
未
利
用
・
低
利
用
施
設
の
貸
付
事
業

→
幡
豆
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
と
佐

久
島
海
釣
り
セ
ン
タ
ー
管
理
棟

を
、
民
間
企
業
に
貸
し
付
け

※
注
２
の
用
語
は
、
６
ペ
ー
ジ
に
出

て
く
る
用
語
で
す
。

次世代のために進める公共施設再配置特集

●平成23年度　
　これからの市の公共施設のあり方に関する基本理念、
基本方針などをまとめた「西尾市公共施設再配置基本
計画」と、公共施設の現状のデータを網羅した「西尾
市公共施設白書2011」を策定、公表

●平成25年度
　平成26～30年度の５年間に着手する８つの再配置プロ
ジェクトなどをまとめた「西尾市公共施設再配置実施
計画2014→2018」を、市民の視点を踏まえて策定し、
公表。国土交通省の補助を受けて「ＰＦＩ実現可能性
検討調査」を実施し、市内企業を中心に県内企業によ
る参画で西尾市独自のＰＦＩ事業が実現可能と判断

●平成26年度
　実施計画に関する市民説明会を４地区で開催（637人参
加）。市民ニーズを把握するため、にしお未来まちづ
くり塾（市民ワークショップ）を全８回、吉良中学校
３年生によるワークショップを開催。再配置４年間の
集大成として、公共施設に関する映像シンポジウムを

開催し、ＰＦＩ事業の実施方針の要点も発表（386人参
加）。西尾市の公共施設再配置の取り組みが評価され、
第９回日本ファシリティマネジメント大賞・奨励賞を
受賞。ＰＦＩ事業に関する募集要項等を公表

これまでの公共施設再配置の主な動き

生徒自身も考えた吉良
中学校でのワークショ
ップ（平成26年10月）

４地区で開催した市民
説明会（平成26年６月）

08
再
配
置
戦
略
の
継
続
的
な
推
進
の
た
め

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策

→
事
務
の
効
率
化
を
目
指
す
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考

え
方
に
基
づ
く
市
役
所
内
部
の

取
り
組
み
。
具
体
的
に
は
現
在
、

施
設
ご
と
に
分
離
発
注
さ
れ
て

い
る
１
６
０
施
設
の
法
定
・
保

守
点
検
な
ど
を
包
括
発
注
す
る

（
公
共
施
設
包
括
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
）
な
ど

　
　

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　
８
つ
の
再
配
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

う
ち
、
５
つ
（
01
～
04
と
08
の
一

部
）
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
「
新
た
な
官
民

連
携
手
法
（
西
尾
市
方
式
）
に
よ
る

公
共
施
設
再
配
置
第
１
次
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
現
在
、
募
集
要
項
を

公
表
し
、
民
間
事
業
者
の
選
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

木下典子さん

新たな官民連携手法が
行政の変革につながる

にしお未来まちづくり塾参加者

平成26年11月開催の映像シンポジウム

リニューアル予定の一色学びの館

　にしお未来まちづくり塾に参加して、公
共施設再配置が本当に待ったなしの政策で
あること、各世代からなる市民同士の活発
な意見交換から新しい公共サービスが生ま
れる可能性を実感しました。ワークショッ
プの中では再配置プロジェクトの一部に反
対する意見もありましたが、次世代のため
に、できるだけ早く手を打たなければ何も
変わりませんし、問題も先送りされるだけ
です。ＰＦＩをはじめとする官民連携手法
による取り組みは、時代の変化に柔軟に対
応できる民間の力を採用することになり、
行政自体の組織変革や体質改善につながる
と思います。そうした意味からも公共施設
再配置を、ぜひ進めてほしいですね。

注
１
／
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
…
企
業
や
自
治
体
が
持
つ
土
地

や
建
物
な
ど
（
＝
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
）
を
、
組
織
活
動
に
と
っ
て
最

適
な
状
態
（
最
小
コ
ス
ト
・
最
大

効
果
）
で
保
有
・
運
営
・
維
持
・

活
用
す
る
た
め
の
総
合
的
な
管
理

手
法
（
＝
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

再
配
置
が
よ
く
分
か
る

用
語
解
説
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
、
専
門
家
に
よ
る

外
部
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
加
え
、
よ
り

充
実
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を
構

築
す
る
予
定
で
す
。

市
が
導
入
し
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
新
方
式
（
西
尾
市
方

式
）
は
、
従
来
型
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

問
題
点
を
調
査
研
究
し
、
可
能
な
限

り
そ
の
問
題
点
に
対
応
し
た
方
式
で

す
。
中
で
も
最
大
の
特
徴
は
、
市
民

協
働
、
地
域
経
済
、
地
元
企
業
に
配

慮
し
て
い
る
点
で
す
。
今
回
の
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
で
は
、
包
括
発
注
の
特
長
を

生
か
し
て
５
つ
の
再
配
置
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
包
括
す
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
注
７
）
の
視
点
か

ら
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
横
断
す
る

企
画
提
案
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
地
元
企
業
が
参
画
で
き

る
特
別
目
的
会
社
が
組
成
さ
れ
る
こ

と
を
目
指
し
た
西
尾
市
独
自
の
事
業

の
枠
組
み
を
設
け
て
い
ま
す
。

注
２
／
官
民
連
携
…
行
政
が
独
占
し

て
い
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

官
と
民
が
協
力
し
て
、
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
課
題

の
解
決
や
質
の
向
上
の
た
め
に
取

り
組
む
動
き
の
こ
と
。
具
体
的
な

手
法
と
し
て
は
、
道
の
駅
に
し
お

岡
ノ
山
や
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
21

な
ど
の
指
定
管
理
者
制
度
や
Ｐ
Ｆ

Ｉ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

注
３
／
性
能
発
注
方
式
…
性
能
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
細
か
な
手
法
は

問
わ
な
い
発
注
方
式
で
、
民
間
企

業
の
創
意
工
夫
が
活
用
で
き
ま
す
。

従
来
型
の
公
共
事
業
は
行
政
が
細

か
な
仕
様
を
定
め
る
仕
様
発
注
方

式
な
の
で
、
民
間
企
業
の
創
意
工

夫
が
活
用
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

注
４
／
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
…

建
物
の
一
生
に
必
要
な
費
用
の
こ

と
で
、
建
物
の
設
計
・
建
設
費
な

ど
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と
、
建

物
の
維
持
管
理
費
・
運
営
費
な
ど

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
か
ら
な
り

ま
す
。
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
す
。

注
５
／
リ
ス
ク
分
担
…
従
来
型
の
公

共
事
業
で
は
官
が
業
務
の
リ
ス
ク

の
ほ
と
ん
ど
を
担
い
ま
す
が
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
官
と
民
が
対
等

な
立
場
で
各
業
務
の
リ
ス
ク
を
適

切
に
分
担
し
、
そ
れ
を
あ
ら
か
じ

め
事
業
契
約
書
に
明
記
し
ま
す
。

注
６
／
特
別
目
的
会
社
…
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
を
行
う
こ
と
の
み
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
る
株
式
会
社
の
こ
と

で
、
行
政
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
契
約

を
締
結
す
る
事
業
者
。
代
表
企
業
、

構
成
企
業
、
出
資
企
業
、
協
力
企

業
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

注
７
／
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
建

物
の
統
廃
合
だ
け
で
な
く
地
域

（
エ
リ
ア
）
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
か
ら
再
配
置
事
業
の
企
画

提
案
を
考
え
る
こ
と
。
今
回
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
的
要
素
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

注
８
／
サ
ー
ビ
ス
対
価
予
定
額
…
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
で
行
政
が
特
別
目
的
会

社
に
対
し
て
支
払
う
予
定
の
総
事

業
費
の
こ
と
。
事
業
契
約
書
で
は

サ
ー
ビ
ス
対
価
の
総
額
を
明
示
し

ま
す
が
、
行
政
が
そ
れ
を
一
括
で

支
払
う
こ
と
を
義
務
付
け
た
も
の

で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
毎
年
度
、

特
別
目
的
会
社
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
を
踏
ま
え
、
市
議
会
の
承
認

を
受
け
て
分
割
で
支
払
い
ま
す
。

注
９
／
業
務
要
求
水
準
書
…
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
発
注
書
に
あ
た
る
も
の
で
、

行
政
が
民
間
事
業
者
に
求
め
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
な
ど
を
明
示

し
た
も
の
で
す
。

再
配
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
導
入
す
る

官
民
連
携
手
法
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は

再
配
置
が
よ
く
分
か
る

用
語
解
説

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
略
で
「
官
と
民
が
協

力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に

取
り
組
む
と
い
う
官
民
連
携（
注
２
）

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
民
間
の
資
金

と
経
営
能
力
、
技
術
力
を
活
用
し
、

公
共
施
設
な
ど
の
設
計
・
建
設
・
改

修
・
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
長

期
間
、
包
括
的
に
発
注
で
き
る
公
共

事
業
の
手
法
」
の
こ
と
で
す
。
平
成

11
年
に
法
制
化
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に

基
づ
く
も
の
で
、
国
は
成
長
戦
略
の

一
つ
と
し
て
、
積
極
的
な
活
用
を
提

唱
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
再
配
置
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
、
行
政
だ
け
で
対
応
す
る
の

で
は
な
く
、
行
政
と
民
間
（
市
民
・

企
業
な
ど
）
が
連
携
し
て
解
決
す
る

こ
と
（
＝
官
民
連
携
）
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　
従
来
の
公
共
事
業
は
、
行
政
が
費

用
を
一
括
で
支
払
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
の
場
合
、
ま
ず
民
間
企
業
が

資
金
を
調
達
し
、
そ
れ
を
事
業
期
間

で
案
分
し
た
額
を
行
政
が
分
割
で
支

払
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
財
政
負
担

の
平
準
化
効
果
」
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
公
共
施
設
の
一
斉
老
朽
化
に
よ

る
財
政
負
担
の
問
題
に
有
効
な
公
共

事
業
の
手
法
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

１
点
目
は
、
民
間
企
業
の
創

意
工
夫
が
活
用
で
き
る
性
能

発
注
方
式
（
注
３
）
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
は
、
長
期
間
で
包
括
的
に
発
注

で
き
る
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建

物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
注

４
）
が
縮
減
さ
れ
、
業
務
上
の
事
故

や
問
題
が
起
き
た
と
き
に
官
と
民
が

責
任
を
明
確
に
分
担
す
る
、
い
わ
ゆ

る
適
切
な
リ
ス
ク
分
担
（
注
５
）
を

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
で

良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
こ
と
で
す
。

　
２
点
目
は
、
現
場
で
の
業
務
を
民

間
に
委
ね
、
必
要
性
の
高
い
分
野
へ

行
政
の
人
的
資
源
を
集
中
さ
せ
る
な

ど
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け

る
行
政
の
関
わ
り
方
を
改
革
で
き
る

こ
と
で
す
。

　
３
点
目
は
、
行
政
が
独
占
し
て
き

た
業
務
に
民
間
の
事
業
機
会
を
創
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
を
活
性
化

で
き
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
市
民
・
行
政
・
民
間

企
業
の
３
者
が
効
果
を
得
ら
れ
る
公

共
事
業
の
手
法
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
事
務
手
続

き
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
以
外
に
、
民
間
企
業
に
幅
広
い

業
務
を
長
期
間
任
せ
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
の
業

務
監
視（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）能
力
が
行

政
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
主
体
で
あ
る
特
別

目
的
会
社
（
注
６
）
自
ら
行
う
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
、
行
政
・
金
融
機
関
の

答答

答

答

答

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な

手
法
な
の
で
す
か
？

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
の
で
す
か
？

西
尾
市
方
式
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
従
来

型
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
何
が
違
い
ま
す
か
？

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
は
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

市
は
、
な
ぜ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
す
る

の
で
す
か
？
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注
２
／
官
民
連
携
…
行
政
が
独
占
し

て
い
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

官
と
民
が
協
力
し
て
、
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
課
題

の
解
決
や
質
の
向
上
の
た
め
に
取

り
組
む
動
き
の
こ
と
。
具
体
的
な

手
法
と
し
て
は
、
道
の
駅
に
し
お

岡
ノ
山
や
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
21

な
ど
の
指
定
管
理
者
制
度
や
Ｐ
Ｆ

Ｉ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

注
３
／
性
能
発
注
方
式
…
性
能
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
細
か
な
手
法
は

問
わ
な
い
発
注
方
式
で
、
民
間
企

業
の
創
意
工
夫
が
活
用
で
き
ま
す
。

従
来
型
の
公
共
事
業
は
行
政
が
細

か
な
仕
様
を
定
め
る
仕
様
発
注
方

式
な
の
で
、
民
間
企
業
の
創
意
工

夫
が
活
用
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

注
４
／
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
…

建
物
の
一
生
に
必
要
な
費
用
の
こ

と
で
、
建
物
の
設
計
・
建
設
費
な

ど
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と
、
建

物
の
維
持
管
理
費
・
運
営
費
な
ど

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
か
ら
な
り

ま
す
。
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
す
。

注
５
／
リ
ス
ク
分
担
…
従
来
型
の
公

共
事
業
で
は
官
が
業
務
の
リ
ス
ク

の
ほ
と
ん
ど
を
担
い
ま
す
が
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
官
と
民
が
対
等

な
立
場
で
各
業
務
の
リ
ス
ク
を
適

切
に
分
担
し
、
そ
れ
を
あ
ら
か
じ

め
事
業
契
約
書
に
明
記
し
ま
す
。

注
６
／
特
別
目
的
会
社
…
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
を
行
う
こ
と
の
み
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
る
株
式
会
社
の
こ
と

で
、
行
政
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
契
約

を
締
結
す
る
事
業
者
。
代
表
企
業
、

構
成
企
業
、
出
資
企
業
、
協
力
企

業
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

注
７
／
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
建

物
の
統
廃
合
だ
け
で
な
く
地
域

（
エ
リ
ア
）
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
か
ら
再
配
置
事
業
の
企
画

提
案
を
考
え
る
こ
と
。
今
回
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
的
要
素
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

注
８
／
サ
ー
ビ
ス
対
価
予
定
額
…
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
で
行
政
が
特
別
目
的
会

社
に
対
し
て
支
払
う
予
定
の
総
事

業
費
の
こ
と
。
事
業
契
約
書
で
は

サ
ー
ビ
ス
対
価
の
総
額
を
明
示
し

ま
す
が
、
行
政
が
そ
れ
を
一
括
で

支
払
う
こ
と
を
義
務
付
け
た
も
の

で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
毎
年
度
、

特
別
目
的
会
社
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
を
踏
ま
え
、
市
議
会
の
承
認

を
受
け
て
分
割
で
支
払
い
ま
す
。

注
９
／
業
務
要
求
水
準
書
…
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
発
注
書
に
あ
た
る
も
の
で
、

行
政
が
民
間
事
業
者
に
求
め
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
な
ど
を
明
示

し
た
も
の
で
す
。

建
物
の
建
設
後
30
年
を
め
ど

に
、
必
要
と
な
る
大
規
模
な

改
修
工
事
が
特
別
目
的
会
社
に
よ
り

実
施
さ
れ
た
上
で
、
建
物
が
市
へ
引

き
渡
さ
れ
る
こ
と
で
、
民
間
な
ら
で

は
の
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
、
建
物

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
軽
減

が
最
大
限
に
図
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ

る
た
め
、
30
年
間
の
契
約
と
し
て
い

ま
す
。

　
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
て
30

年
間
な
の
で
は
な
く
、
新
た
に
建
設

す
る
建
物
の
運
営
な
ど
一
部
の
業
務

が
最
長
で
30
年
間
に
な
り
ま
す
。

　
長
期
契
約
だ
か
ら
こ
そ
、
地
元
企

業
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の

長
期
雇
用（
育
成
）
が
可
能
に
な
り
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
安
定
的
で

柔
軟
な
対
応
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

市
が
事
業
契
約
を
締
結
す
る

特
別
目
的
会
社
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
た
め
だ
け
に
設
立
さ
れ
る
株

式
会
社
で
、
業
務
自
体
を
担
う
の
は

特
別
目
的
会
社
を
構
成
す
る
企
業
に

な
り
ま
す
。

　
資
本
主
義
経
済
市
場
で
あ
る
日
本

で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
や
公
共
事
業
に

限
ら
ず
企
業
の
倒
産
は
残
念
な
が
ら

起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
事
業
契
約
書
の

中
で
、
業
務
を
担
う
企
業
が
倒
産
し

た
場
合
は
、
そ
の
代
わ
り
の
企
業
を

特
別
目
的
会
社
が
見
つ
け
て
く
る
旨

を
明
記
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
仕
組
み
を
設
け
ま
す
。

吉
良
地
区
と
一
色
地
区
な
ど

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
昨

年
度
開
催
し
た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
、
吉
良
中
学
校
で
開
催
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

な
ど
を
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
発
注
書
に

あ
た
る
業
務
要
求
水
準
書
（
注
９
）

に
、
市
民
ニ
ー
ズ
欄
を
設
け
て
記
載

し
て
い
ま
す
。

識者会議（仮称）による専門家の審査を実施
●平成28年１月
　市民の皆さんを対象にした応募グループによる公開プ
レゼンテーションを踏まえて、本契約に向けて優先的
に交渉する応募グループ（優先交渉権者）を確定し、そ
の企業名を公表
●平成28年６月
　優先交渉権者と仮契約を結んだ後、市議会の承認を受
けてから本契約を締結し、事業を開始

Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 の 動 き
●平成27年７月
　本事業に対する参加表明書が１グループから提出され、
参加資格要件に適合していたため、参加資格確認通知
書を発送
※ＰＦＩ事業の選定上の公平性と客観性を確保するた
め、現時点では、応募グループの企業名は公表しま
せん。

　ココがポイント！
　これまでのＰＦＩ事業の応募平均数は２グループです
が、今回のＰＦＩ事業では、参加資格要件を愛知県内
の本社企業とするなど、地元企業を優先条件としたこ
とが要因で応募グループ数が１つになったと認識して
います。１グループだからといって必ず選定するもの
ではなく、公平・客観的な選定を行っていきます。
●平成27年８月～11月
　市と応募グループが企画提案書について対話を実施
●平成27年12月
　応募グループから企画提案書が市に提出された後、有

公共施設再配置に関するお問い合わせは
　直接または電話、ファクス、Ｅメールで、資産経営
課経営企画担当（☎6５・21５6／ＦＡＸ５7・1321／糸saihai
chi@city.nishio.lg.jp）へ。

　市では、公共施設再配置の動きをホームページで全
て公開し「見える化」に努めています。詳しくは市ホ
ームページをご覧ください。

答

答

答 市
は
、
契
約
期
間
30
年
間
、
サ
ー
ビ

ス
対
価
予
定
額（
注
８
）約
３
５
４
億

円
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
な
ぜ
30
年
間
な
の
で
す
か
。

今
回
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
？

30
年
間
の
長
期
契
約
の
中
で
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
を
担
う
企
業
が
倒
産
し

た
場
合
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

建築やまちづくりなどの視点で活発に
意見が交わされた市民ワークショップ
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